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緒言
学生時代に正しい知識と議ましい健康行動の実践能
力を身につけさせることは，健康・スポーツ科学科目
の教育の命題のひとつであろう@併せて，長期にわた
り年度毎の学生の形態や体)Jデータを替積していくこ
とは，現在の学生の体力水準を犯援し，身体の変化を
経時的に知る上でも特に重要であると考えられる.本
学部は，今後も運動の科学的側面を教育・研究するた
めの資料を蓄積していく必要がある。そと守本報告で
は，本学の授業カリキュラムにある体力測定評価法案
習を受講したスポーツ学部4期生〈平成21年入学者)
の形態および身体組成のデータの基礎的資料を得ると
とを目的とした.また，本報告は. Fal-free皿ass
!ndex (FFMJ)とFat田 ass!ndex (FMI)から成る身
体組成チャート1-4}を用いて，日常的に謙外の部活動
に参加している学生{以下，部活動群}と部活動に参
加していない学生{以下，非部活動群〉の形態および
身体総成を比較し，それらの競技特性も検討したので
報告する“
方法
1.測定時期および対象者
対象者は. 200昔年に本学f:入学し，体力測定評価
法実習を履修した男子学生177名，女子学生71名，計
24呂名である.測定は. 20自吉年4月から2010年3月の
期間に本学運動生理学実習室にで実施した.平均年齢
は，男子18.9士官 7歳，女子18畠土0.6歳であった.ま
I)九州共立大学凡ポ}ツ学部
た，対象の部活動群の男子(134名)は，サッカ「
硬式野球，宇肝硬式野球，軟式野球バスケットポーJv.
アメリカンプットポール，硬式テニス，ソフトテニス，
ソフトボール，陸上競技部(短距駿，投郷軍駅伝). 
パドミントン，バレーボール，ハンドボール，フット
サJv.ラグビー，水泳，体擦の1官競技に所属し，女
子 (5昌名)は，サッカー，ソフトテニス，ソフトポ
ール，陸上競技部(短距離，投郷).バスケットボー
Jv.パドミントン，バレーボール，剣道，水泳の10
競技に所属していた盟非部活動群は，男子43名と女
子13名であったー
2.形態測定
身長はスチール製のスタンド型身長計(ツツミ社製
HD)を用いてO.lc臨単位，体重はデジタJv体重計
(ヱー・アンド・ディ社製AD一品205) を用いて
0.02kg単位で測定した.体重の測定は被験者をでき
るだけ薄着にさせ着衣のままi制定したが，特に補正は
行わなかったー皮下脂肪厚の測定は，キャリバーの接
点に10g!mm'の一定n:がかかるようにキャリプレー
ションされた栄研式皮下脂肪厚計を用いて. 0.5組出
単位で上競背側部および肩甲骨下部の2部位をilIIT定し
た.賭筏闘の測定は，メジャーを用いてO.lm皿単付:
で胸囲，膝題(くぴれλ 左腕風大腿囲および下総
屈のB部位を計測した5) 全ての測定は学生が実施し
た.
3 身体組成
身体組成の測定は，上腕背側部と贈甲骨下部の皮下
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脂肪厚からNaga朋ine6)の下記の式によって体密度を
推定した.
男子:体密度=1.日告13 むa自由116X (上腕背側部皮
下脂肪厚十肩甲骨下部皮下脂肪厚〕
女子:体密度=1.08宮7-0.ω133X (上腕背側部皮
下脂肪厚+肩甲骨下部皮下脂肪厚)
ととでのと締背側部と肩甲骨下部の皮下脂肪厚の単位
は出朋である.
体脂肪率 (%FM)，乱針。zekら"の下記の式を!Il
いて算出した.
%FM= (4.570/体繍皮-4.142)X 100 
除脂肪量 (Fat-frεemass; FFM)は，体重 (体重
X%FMXO.Ol)で算出し，体脂肪壁 (FatMass; 
FM)は，体重とFFMとの差とした 除脂肪最指数
(FFMI)と体脂肪量指数 (FMI)は，体格指数
(BMI)と悶様の概念であるためVanltallieら引の以
下の式から算出した
FFMI (kg/mうz 除脂肪量住吉)/身長 (m)'
FMI (kg!皿')=体脂肪量 (kg)I身長 (m)'
BMI (kg/m勺=FF~正I (kg/m勺+FMI (kg/m') 
4凶統計
結果は，さまでMicrosoftExcel vol.X for Mac及び統
計分析プログラムSPSSI告。 forMacを用いて処理し，
平均伎と襟欝偏差で示した.また，性差および群関の
有意性検定には，対応のないStudent-t検定を用いた.
有意水準はいずれも5%未満(P<0.05)とした
結果と考察
形態および身体組成変数の平均値と標準偏差を性
)jIJ・群別に表1に示した.部活動群と非部活動群潤の
形態および身体組成変数において，男子の体脂肪量，
体脂肪率，体脂肪議指数， と腕背{磁器lおよび肩甲骨下
部の皮下脂肪厚の平均値に有意な差が認められ女子
では体重色体格 (BMI)，徐脂肪量，徐脂肪量指数お
よび腰屈において有意な差が認められた圃また，全被
験者の群において，体格，腰風下腿回以外の項目で
有意な，I't糸が認められ体脂肪量，体脂肪軍事，体脂肪
指数，上腕背側部および肩甲骨下部の皮下脂肪嵐大
腿聞は，女子で有意に高いf置を示した.さらに身長，
体遺，除脂肪量，除脂肪量指数， D電風上腕劉は，男
子で有議1;:高い纏を示した.
形態および身体組成変数を性別署競技iJlJに表2に示
した.男子の部活動群の項尽において，陸上競技の投
郷の体意除脂肪最徐脂肪最指数およびラグビーの
徐脂肪量殺数は，非部活動群よりも有意1:高い植を示
した.女子も男子と同様に，券部活動君事よりも低い値
の項Bは認められなかった.しかし，ソフトボールの
徐脂肪量滞数，陸上競技の投揮の体重，体格，除脂肪
量，除脂肪遺指数，バレーボールの体重および除脂肪
最は，非部活動若手よりも高い債であった(P<0.05).
皮下脂肪厚および潤筏闘を性別陶競技別に表3に示
した.男子の部活動群の項目において，非部活動群よ
りも有意に低い値の項目は認められなかった一方，
ラグビーの胸留は非部活動君事よりも宥意に高い値を示
したい<0.05)‘女子の項目において，非部活動群よ
りも有意に低い値は認められなかった.しかし，陵上
競技の投書事の腕溜および麟留は，非部活動群よりも有
意に高い鐙を示したく1'<0.05)ー
性別園競技)j1Jの身体組成の特殺を図1の身体組成チ
ャートに示した.男子の投機およびラグビーのBMIは，
非部活動群よりも顕著に高い傾向が認められた. ム方，
駅伝は低い傾向を示した. FFMIは，投郷，ラグビー，
アメリカンフットポーJ仏体操および野球-r:高く，駅
伝，硬式テニスおよび軟式野球で低い傾向を示した
FMIは，駅伝，硬式テニスおよび準硬式野球で低い傾
向を示した 女子の日MIは，非部活動群よりも投郷と
ソフトボールで顕著に高い傾向が認められたーまた，
BMIおよびFFMIが非郊活動群よりも低い値の競技は
認められなかった哩 FFMIは，投機，ソフトボー }j;，
パドミントンで顕著に高く，ソフトテニスやサッカー
では，やや低い傾向を示した.FMIは，践と競技の短
距駿およびバドミントンで低い傾向を示した哩
本報告では，形態および身体組成の基礎的資料を得
ること，身体組成チャートを用いてスポーツ学部にお
ける部活動所属学生(部活動群)と部活動非所属学生
(非部活動群)の身体組成を比較し，それらの競技特
性を検討することを目的とした.その結果，部活動群
の男子の体脂肪成分(体脂肪量，体脂肪率，体脂肪量
指数上競背側部および肩甲骨下部の皮下脂肪滞}は，
非部活動群よりも有意に低い値であった.一方，部活
動群の女子の体脂肪成分においては非部活動群との問
に有意な羨は認められなかったが，体重tBMI，除鱈
肪主義，除脂肪震指数匹腰屈は，非部活動君事よりも有意
に高い鐙であった.また，部活動若手のBMIには性差が
認められていないが，身体組成には特長が多数言語めら
れた.例えば，投郷の男女のBMIは類似しお1)，男子
25串士3.4kg/m'，女子25広士3.8kg/m'である‘ しか
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いそれらの身体組成は大きく築なり， FFMIは，男
子21.1土2.0kglm'，女子19.1土1.9kglm'， FMIは，
男子4.7士1.7kglm'，女子1曾1土6.5kglm'である.ま
た，身体組成の競技特性は，チャートを用いた評価法
においても櫨認できる.男子において，多くの競技の
BMIは22kgl田 2辺りに集中している しかし，爆発的
なパワーを発揮する投郷，ラグビー，アメリカンフッ
トポールなどは，非部活動群よりもFFMIが右側にプ
ロットされ徐脂肪量が高い傾向を示した 一方，駅伝，
硬式テニス，軟式野球といった個人競技かつ身体接触
の少ない持久的競技では，非部箔一動群よりも体脂肪組
織や除脂肪組織がともに小さい傾向が認められた.さ
らに，弟子では非部活動群よりも左上側にプロットさ
れた競技，つまり体賠肪組織が多く，除脂肪組織が少
ない競技は認められなかった 女子においては，体格，
徐脂肪組織，体脂肪組織の偏差が大きい傾向を示した.
非部活動者の氏子より除脂肪組織が少なく，体脂肪組
織が多い競技は認められなかった.
本報告では，平成21年度入学のスポーツ学部生の
形態や身体組成の特性を明らかにした.また，部活動
に所属している学生の身体組成の特性も競技別に示し
た.しかし，生涯にわたり運動に殺しむ能力を滋養す
るには，自己の身体や体)).運動能力への気づきが必
要不可欠であるとことは述べるま1さもない したがって，
今後は形態や身体組成に加えて本学スポーツ学部生の
体力・運動能力に関する資料も併せて評価する必要が
ある.
謝辞
本論文の執筆にあた号，本学非常勤講師の乙木幸道
先生から貴重なデータの提供とご指導をいただきまし
たまた，平成22年度九州共立大学特別教育研究費
の一部を使わせていただきました.記して童話意を表し
ます.
〈参考文献〉
1) Hattori K， Tatsum! N， Tanaka S (19告7): 
Assessment 01 Body Co冊:positionby Using a 
Nεw Chart Method. Am. J. Hum. Bio1. 9: 573四
578 
2)中尾武平 (200曾):九州共立大学スポーツ学部生
の身体組成特性.九州共立大学スポーツ学部研究
紀要， 3: 55-59. 
3)中尾武平 (2010): :本学スポーツ学部生の身体組
成特性一第2事量一.九州共立大学スポーツ学部研究
紀莫 4:41-46. 
4)安達隆博，中尾武平 (2010):大学男子ハンFボ
ール選手における体力および身体組成特性のポジ
ション別比較.健康・スポーツ科学研究， 12: 
3盟-43
5)小宮秀一，中路武平 (20日2):身体組成学 栄
義・運動・健康一.技報裳出版.
日)N agamine S (l宮品3): Evaluation 01 body 
latness by skinlold measurements. JlBP 
synぬ師is.4: 16-22. 
7) Brozek J， Grande F， Anderson JT， Keys A 
(1告63): Densito出 etricanalysis 01 body 
composition: revision of some quantitative 
assumpt!on. Ann NY Acad Sc!. 110: 113-140. 
8) Vanltallie TB， Yang M， Heym診fieldSB， Fm立
設C，Boileau RA (1990) : Height-normalized 
Indices 01 the body's lat-free and lat mass : 
potential1y useful indicators 01 nutritional staれ1S.
Am J Clin Nutr， 52 :官53-95告
武平中尾38 
Table 1. Cor中町isonof由ecompetition e却町ienceand 
E，ender d世b田沼田恒 depar回 entof spor包 science.
恒例忍lstudents A出z回 N回喝血'"岡
抽創出.. ..凪. .. . ，-tort 
??????????????? ? ?
??????????
43 
171.9 '"6.1 
“58 '" 8.S 
22.5 '" 2.8 
12.2 '" 6.1 
S4A '=4.8 
17.7 '= 6.6 
4.1 '= 2.1 
1制全1..
14.2土...
1<1土，..
8η7土 '.1
90.5 :! 5.9 
272土 2.'
53.0 :! 5.4 
3ι6 :! 6.1 
134 
171.7 :! 6.4 
"脳全 '2
22.3 :! 2.1 
10.0 :! 3.3 
55.8 :! 5.9 
15.0 :! 35 
3.4 :! 1.1 
18.9 :! 1.4 
112土 '.0
11.6土3.'
88.1土，.
90.7土 '2
26.'土 3.'
53.9 :! 4.7 
31.0 :! 4.4 
177 
111.7 :! 6.3 
凪凶土町
出土 2.3
10.5 :! 4.3 
55.S :! 5.7 
15.6 :! 4.6 
3.6 :! 1.4 
18.8 :! 1.4 
11.9土'.1
122土 .. 
88.0土，.，
90.7土 'A
26.9土 3A
53.7 :! 4.9 
拡¥1:! 5.1 
???
??????????
13 
161.4 :! 5.0・
53.33企 6.0.
2副主1.7.
12.5企 3.9
40.'企 3.6+
23.1 :! 5.3+ 
4.8 :! 1.4 
15.7 :! 0.8+ 
18.4 :! 5.4・
15.1 :! 5.4 
82.7 :! 4.6・
88.6 :! 5.3 
24.5 :! 2.2・
53.6 :! 4.1 
33.1 :! 3.5・
" 162.0 :! 6.2・
59.80主...・
227主 2.'
14.6主 5.3+
432主 5.6+
24.1 :! 6.2+ 
5.6 :! 1.8+ 
17.2 :! 1.7・
19.3 :! 6.7・
15.9 :! 6.8・
86.6 :! 6.3 
且 7'= 5.3・
26.0 :! 2.6 
55.7 :! 6.0・
36.4 :! 4.8 
71 
161.9 :! 6.0・
58.62 企 8.4+
223企 2.'
14.2企 5.1.
..企 5.6.
23.9 :! 6.1. 
SA :! 1.8・
16.9 :! 1.7・
19.2 :! 6.5・
15.8 :! 6.6・
85.9 :! 6.2・
位。:!:55 
25.7 :! 2.6・
55.3 :! 5.8・
35.8 :! 4.7 
B句冒
n -B崎四尉
B吻四縄""""
F眠叩
F民金鴫血醐
蜘 -
F嵐山地
F町四回u
，.，略語SF
"""刷即叫・t-SF
". w ..
u"町~
τ"' 
Co1f 
G金"
E 
S包... 
h 毎回届 同
B回全y圃属国a 均.. ' 
F"_ 同
F..金~-均
'‘Fltl!lUl " 
Fltl!lUllI凶= .肺2・
F..企鴫-包d<x 均同・
Tri<q静SF
鼠""略_SF"".但w. 個
U""~ 岨
"""個Co1f値一-G鋼..."..町町予<0.05
Table 2. Descriptive statistics of stature， body mass， B.MI， FM， FFM， %FM， FMI田ldFFMI by sport entries a血eletes.
FFMI 
埼旭2
M~.d. 
%1市d
% 
柚岨均A
FFM 
kg 
柚舶却A
FM 
kg 
h 単・4
?
?? ?BodyM醐
kg 
h色m勾，.<
Stat= 
阻
勘h・陰地4
•• 
????????????? ?????? ?????????
????
???
?????? ????????????? ??????? ?
55.1土 5.3
57.5 :! 5.8 
56.2土 4.3
54.2 :! 8.6 
56.2 :! 6.6 
58.5 :! 1.5 
52.9 :! 3.2 
54.6 :! 4.0 
53.5土 3.3
56.0土 2.9
65.6 :! 10.8. 
52.1土 '2
54.5 :! 6.1 
55.2 :! 3.7 
53.3 企 2.9
51.8 :! 2.5 
63.4 :! 4.0 
56.0全 10.1
53.8土 5.4
54.4 :! 4.8 
?????????????? ???????????? ?????
?????
?????????
?
?
??
??
??
???
???
64.48土 '.4
69.06 :1 8.2 
64.46土 '.1‘2.90 :1 11.3 
66.63 :18.8 
66.85土 0.4
61.16土 '.7
64.53全..1
62.50 :1 4.3 
66.22土 33
80.22 :1 16.0・
60.40土 5.1
63.73 :1 10.1 
66.00 :1 4.2 
61.77土 32
62.87全 '.4
77.04圭 7.9
68.30 :1 4.7 
62.25土 7.'
66.58 :1 8.5 
15.9土1.，
15.8 :1 2.0 
18.5土 2.7・
17.0土 0.8
19.1 :1 1.9・
17.0 :1 1.7 
17.9 :1 1.7 
17.1土1.3
17.2 :1 0.8 
16.8 :1 1.0 
15.7土 0.8
???????? ??? ??? ?? ?
25.0土 10.8
29.9 :1 7.6 
23.5 :Jヒ，.，
19.6全 2.8
24.9 :1 7.8 
22.1土 3.0
19.3 :1 1.2 
25.2土 '.9
23.0 :1 1.0 
27.0土 '.0
23.1 :Jヒ '.3
41.3土1.7
40.3 :1 8.0 
44.4主 7.4
43.3 :1 3.4 
50.7全 8.6・
45.1土 3.'
49.1 :1 5.3 
48.2土 4.'・
46.9 :1 0.7 
43.2 :1 3.6 
40.8 :1 3.6 
14.4土 7.'
17.1 :1 4.5 
13.4 :1 3.3 
10.6 :1 1.9 
17.8金 10.5
12.8土 2.3
11.7 :10.4 
16.5土 5.3
14.0 :1 0.6 
16.3 :1 4.8 
12.5 :1 3.9 
21.3土1.0
22.6 :1 2.3 
24.2 :1 2.1 
21.2 :11.5 
23.6金 3.8・
21.8土 2.4
22.1 :1 1.8 
23.0土1.，
22.4 :1 1.4 
23.1 :1 2.1 
20.4 :1 1.7 
55.67土 '.0
57.38 :1 8.7 
57.88土，.，
53.93土 4.'
68.50 :1 17.2・
57.99 :1 4.8 
60.80 :1 5.7 
嗣 η :15.9・
60.90 :1 0.1 
59.44 :1 6j 
53.34土 6.0
3 161.5土 5.0
.5 159.1:1: 6.1 
4 154.8土 2.'
8 159.7土 4.9
6 162.6:1 7.5 
10 163.2:1: 6.0 
2 165.7:1 0.9 
9 167.8土 63
2 165.0:1 5.2 
9 160.3:1 4.7 
13 161.4土 5.0
勘w伺
F曲削B_"'" 
J也虫:ob8lcba1
'"'"闇也且"""""
B..-n 
A皿aiom色。ゐ01
τ.." 
80ft惚圃;，
80血01""'"血 1一町四国
τ回ぷkandficld.租 roM噌
世温.ckandficld-Ekidm
Badminton 
Volleybl1l 
E皿dboll
F岨"
lb曙by
s.匝皿mg
骨圃""凶
N阻~色面回
Fcmalcl 
F∞偽01
80ft旬.，;，
80"'旭I"姐dfield.ー相祖国
'J'rack and fi，悪事百"""""
B齢b1bo11
Badminton 
Volleyball 
KOrUIO 
s.恒血mg
Noo<池k回
同盟賦・p<d05，wN_偽d凶鉱
E 
26 171.8:1: 5.6 
11 172.5:1 8.0 
5 172.6:1 5.5 
4 172.9土 8.0
18 1η7 :1 7.0 
2 169.9土 3.'
.5 171.9土 2.0
3 172.7全 6.0
7 167.9:1 5.7 
9 171.7:1 5.9 
5 175.8土 6.0
2 172.0:1 6.7 
8 170.~ 土 53
7 173.4:1: 8.7 
3 169.4土 4.0
3 167.6全 4.9
5 174.8圭 4.4
2 175.8:1 7.8 
9 164.8:1 6.S 
43 171.9土 6.1
第3報本学スポーツ学部生白身体組成特性 39 
勘101，噂
F、otb.n
-'"且F盟企:0bucball 
R由閥均......... 
... め.n
Amori帽.，関白叫l
Soft1cnnil 
Softboll 
E酷副field-S'戸n'"
E・.ckmd fie1d-1browing 
B岨圃皿n
、~llゆd
-必副
... 包01
ぬ喝"，
Ekidnn 
1'0<出a
Sw盟国皿.
助""""'"
N四4曲1，旬.
Fomal国
Footba1l 
Softtamis 
Softb・I"'岨dficlι.Sp血回
世・'"組dfield-T面。相ns
.. 臨め.n
B・dmm依m
而Eゆ凶
KaUIO 
Swimming 
N皿 4血1，旬畠“也t・p<o.05，wN切..... 山僧乱
Table 3. D田criptivestatistics of世田 skinfolds削 clm田S阻 d世田 circumf目'enceby sport en出血a也eletes.
CoIf 
岨
M関B埴 4
国 i酔
岨
M銅皿却A
Upp唱官邸盟
阻
Mo監位.<
Waist 
阻
M闘世は
ch国t
岨
-.由A
Subscapular-SF 
皿
-出..<
官お司包-SF
皿
M創田昌4
??
?????????????? ? ? ???????? ? ? ??????????????? ? ?
?
??????
????? ??? ????
?
???????
?
???
?
???
??
90.'圭 '.1
93.3土 5.7
91.5 :1 2.5 
89.3 :1 4.9 
91.2 :1 5.2 
90.6土 2.1
88.9 :1 4.1 
89.9 :1 5.7 
89.7 :1 3.0 
91.7圭 11.9
90.2 :1 7.6 
91.2土 4.6
87.7 :1 3.7 
92.3圭 6.0
96.2土 6.6
89.1 :1 0.5 
88.4土 '2
92.3 :1 4.6 
87.3土 4.1
90.5土 5.9
86.5土 3.6
冊..，ヒ 3.4
四 1土日
88.2土 7.7
87.5 :1 6.1 
87.5 :Jヒ 0.7
86.6 :1 0.8 
87.9 :1 3.9 
86.2士 2.9
珂 1土 M
85.9 :1 4.2 
88.2土 3.6
86.3 :1 2.6 
86.3土虫7
珂 6主 3.4・
82.4 :1 3.7 
82.8土 7.5
田 6:1 1.5 
抽s主 4.3
87.7土 6.1
11.0土 3.0
11.6 :Jヒ 3.6
11.2 :1 2.4 
10.3土1.6
11.8土 3.1
10.0 :Jヒ 0.5
10.5土1.6
12.4 :1 3.1 
10.9全1.8
15.1土 6.'
9.9 :1 2.8 
14.3土 4.6
10.3 :1 3.8 
14.6土 3.5
15..主 5.'
10.2 :1 1.6 
10.7土 4.4
14.7土 5.2
9.'企 2.6
14.1土 6.'
?
????????????? ? ? ?????? ??
???????????
41.2 :1 11.5 
3<4.5 :1 2.5 
33.9 :1 2.2 
372土 9.4
39.0 :1 4.7 
35.5 :1 1.8 
35.3 :1 1.8 
36.8 :1 2.6 
36.8土 1.1
35.2 :1 1.5 
33.1 :1 3.5 
56.7 :1 6.4 
48.6全 13.0
ω6 :1 4.8 
51.7土 6.1
57.6 :1 3.9 
56.2圭 3.6
58.1土 13
58.0 :1 3.6 
54.8土 0.4
56.4 :1 3.9 
53.6土 4.1
23.3 :1 1.1 
25.0圭1.3
27.1 :1 2.0 
242土 2.1
27.6 :1 3.0 
24.7圭 2.1
25'土1.1
27.4 :1 2.4 
2川5.'土 2.5
27.3 :1 3.0 
24.5土 2.2
90.3 :1 1.8 
92.3圭 '.3
93.0 :1 5.2 
88.6土 4.7
97.6 :1 8.8・
91.8圭 '.3
93.4土 02
95.5 :1 4.9 
92.0土 0.0
92.4 :1 4.2 
88.6土 5.3
80.7 :1 1.1 
87.3土 5.7
88.7 :1 4.7 
81.7土 4.6
93.2 :1 11.0・
84.0土 4.4
86.5 :Jヒ 3.5
89.8 :1 4.2 
88.2土1.7
86.6 :1 5.2 
82.7 :Jヒ 4.6
12.1全 6.3
23.5土 12.5
15.8 :1 6.4 
12.0土 4.2
14.9 :1 5.9 
14.0土 5.3
13.6 :Jヒヲ0
18.3 :1 6.6 
14.0土 3.1
18.0土 5.'
15.1 :Jヒ 5.4
24.6 :1 19.5 
21.9圭 2.1
18..5 :1 6.6 
1.5.2土 2.7
21.6 :1 8.2 
17.7圭 2.9
13.1土 9.1
18.8 :1 6.8 
19.3土 4.9
22.4 :1 .5.7 
18.4土 5.4
??????
??
Males 
8.0 
7.0 
6.0 
5.0 
4.0 
3.0 
2.0 
1.0 
? ??
???
0.0 
15.0 24.0 23.0 22.0 21.0 20.0 19.0 18.0 17.0 16.0 
8.0 
7.0 
6.0 
5.0 
4.0 
3.0 
2.0 
1.0 
? ?
。?
????
???
24.0 23.0 22.0 21.0 20.0 19.0 18.0 17.0 16.0 
0.0 
15.0 
Fat-fl醜圃醐恒dex，kg/m'
日g.1 Characteristics of the body composition s阻佃sin college athletes. 
